
　六会中学校の屋内運動場は、建築後５０年が経過し、老朽化が進行しているととも

に、生徒数に対し面積の不足が生じていることから、機能面においても教育活動や学

校行事等に支障をきたしている状況があります。これらの施設状況に対し抜本的な対

策を講じ、施設の安全性確保と教育環境の整備を図る必要があるため、「第２次藤沢

市公共施設再整備プラン」に事業を位置づけ、屋内運動場等の改築を実施し、あわせ

て避難施設でもある同施設の防災機能の強化を図ることを計画しています。

　今年度については、屋内運動場等の改築に向けた基本実施設計業務を設計業者に委

託し、作業を進めており、これまで、配置計画にかかる比較検討資料をもとに保護者、

学校、地域住民に対し説明会や地域回覧などによる情報提供や意見集約を継続的に行

い、これらの意見等を反映させながら検討を進めた結果、基本設計（案）がまとまり

ましたので報告するものです。

１　基本設計の検討における条件

　ア　安全で快適に学習・運動ができる施設であること

　イ　生徒数に対し、十分なアリーナ面積を有した屋内運動場であること

　ウ　武道場と部室を一体整備すること

　エ　近隣環境、敷地の条件を十分把握し、周辺住環境への影響を考慮した施設であ

　　ること

　オ　既存の校舎棟との動線を考慮した配置・平面計画とすること

　カ　現況敷地の自然環境を生かした明るく緑に囲まれた施設であること

　キ　施設開放での利用を考慮した施設とすること（開放用玄関、会議室等）

　ク　住民用、学校用、拠点用の防災備蓄倉庫を併設すること

２　配置計画（案）及び基本設計（案）

　　基本設計の検討における条件を満たすプランとして、設計事務所から３つの配置

　計画案の提案がありました。この３案について、資料２「配置計画比較表」のとお

　り、関係者の意見等も含め比較検討しました。

　　検討結果について、平成２９年１０月２８日（土）に、保護者及び地域住民を対

　象に説明会を開催し、また、説明会の結果について、回覧により地域住民へ周知し

　ました。
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３　今後のスケジュール（予定）

　平成３０年　２月　　藤沢市議会定例会へ本体工事予算（２カ年継続）を上程

　　　同　　　７月　　基本実施設計業務完了

　　　同　　　８月　　屋内運動場本体工事仮契約

　　　同　　　９月　　藤沢市議会定例会へ工事議案を上程

　　　同　　　　　　　議決後、本体工事着手

基本設計 　実施設計（H30.7まで）

 実施設計 建設工事（1年目）

建設工事（2年目）

既存屋内運動場等解体 解体跡地の整備

以　上

（事務担当：教育部学校施設課）
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